
A

に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
大
学
教
職
員
の
男
女

比
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
学
生
が
教
室
及
び
社
会

に
お
い
て
積
極
的
に
参
加
す
る
機
会
を
用
意
し
訓

練
を
与
え
る
こ
と
な
ど
と
、
女
子
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。
第
二
回
は
「
女
性

を
学
ぶ
1
国
際
化
の
中
の
女
性
学
」
と
題
し
て
行

わ
れ
、
女
性
学
は
全
人
教
育
で
あ
り
、
学
際
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
必
然
と
す
る
の
で
こ
れ
ま
で
の
学
問

研
究
の
方
法
に
活
路
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
男
女

平
等
社
会
実
現
に
利
す
べ
く
、
政
治
的
に
関
わ
り

つ
つ
世
界
的
運
動
へ
と
展
開
し
て
い
く
可
能
性
の

あ
る
学
問
で
あ
る
と
「
女
性
学
」
の
導
入
効
果
な

ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。
講
演
の
記
録
は
追
っ

て
出
版
の
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
回
講
演
に
先
立
ち
同
志
社
女
子
大

学
名
誉
文
化
博
士
の
学
位
が
女
子
大
学
か
ら
バ
一
フ

ゾ
ー
ネ
氏
に
贈
呈
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
春
の
叙
勲
・
叙
位

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
平
井
恒
夫
氏
が
勲
三
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
万
月
十
一
日
国
立
劇
場
大
劇

場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
四
月
二
十
一

日
永
眠
さ
れ
た
女
子
大
学
名
誉
教
授
で
兀
法
人
理

事
・
評
議
員
の
坂
本
武
人
氏
に
対
し
正
五
位
勲
三

等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
度
入
社
式

法
人
部

ノ

二
十
五
回
新
島
講
座

四
月
十
日
同
志
社
礼
拝
堂
、
四
月
十
三
日
女
子

大
学
知
徳
館
に
お
い
て
第
二
十
五
回
新
島
講
座
が

開
催
さ
れ
た
講
師
は
女
子
大
学
の
協
定
校
の
一

つ
で
あ
る
チ
ャ
タ
ム
大
学
長
の
エ
ス
タ
ー
.
L
.

バ
ラ
ゾ
ー
ネ
氏
で
あ
り
、
一
九
七
九
年
に
新
島
講

座
が
設
け
ら
れ
て
以
来
初
め
て
の
女
性
の
講
師

で
あ
る
。
講
演
は
第
一
回
が
「
女
性
が
学
ぶ
1
現

代
の
女
子
教
育
L
 
と
題
し
て
行
わ
れ
、
女
子
教
育

を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
は
、
女
性
の
能
力
と
可
能
性

四
月
百
、
大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
て
入
社
式

が
行
わ
れ
た
。
本
年
度
の
四
月
一
日
付
採
用
は
、

大
学
教
員
二
十
人
、
女
子
大
学
教
員
四
人
国
際

中
学
校
・
高
等
学
校
教
員
二
人
、
香
里
中
学
校
.

高
等
学
校
教
員
一
人
、
大
学
職
員
十
三
人
、
女
子

大
学
職
員
二
人
の
計
四
十
二
人
で
あ
る
。
松
山
義

則
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か
ら
一
人
一
人
に
辞

令
が
手
渡
さ
れ
た
。

工
学
部
・
工
学
研
究
科
と
京
都
工
芸
繊
維

大
学
と
の
間
で
単
位
互
換
制
度
を
開
始

本
年
四
月
か
ら
、
工
学
部
・
工
学
研
究
科
と
京

都
工
芸
繊
維
大
学
と
の
間
で
単
位
互
換
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
国
立
・
私
立
間
で
の
同
制
度
の
実

施
は
京
都
府
内
で
は
初
め
て
。
こ
の
協
定
に
ょ

り
、
デ
ザ
イ
ン
方
法
論
や
日
本
建
築
史
な
ど
、
本

学
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
科
目
が
京
都
工
芸
繊

維
大
学
か
ら
提
供
さ
れ
る
。
受
け
入
れ
学
生
数
は

一
科
目
に
つ
き
五
人
程
度
と
し
、
学
生
は
学
部
で

は
通
算
三
十
単
位
、
大
学
院
で
は
通
算
十
単
位
を

限
度
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、
定
め
ら
れ
た
範

〒

大
学

THE LATEST
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囲
内
で
卒
業
ま
た
は
修
了
に
必
要
な
単
位
と
し
て

認
定
さ
れ
る

こ
れ
は
両
大
学
が
、
互
い
の
特
色
あ
る
科
目
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
生
に
提
供
す
る
の
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
教
育
.

研
究
環
境
の
違
い
を
越
え
て
開
放
し
、
カ
リ
キ
ユ

ラ
ム
の
改
革
お
よ
び
学
習
機
会
の
多
様
化
、
な
ら

び
に
両
大
学
の
交
流
の
促
進
を
目
指
す
も
の
。
こ

れ
に
ょ
り
、
教
員
は
自
大
学
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、

相
手
大
学
の
学
生
か
ら
も
評
価
を
受
け
、
学
生
は

相
互
に
影
響
を
受
け
合
う
と
い
う
刺
激
的
な
環
境

の
中
か
ら
、
大
学
の
質
的
向
上
と
新
た
な
教
育
.

研
究
成
果
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
0
留
学
生
別
科
(
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
)

開
設四
月
か
ら
本
学
を
は
じ
め
国
内
の
大
学
・
大
学

院
へ
の
入
学
を
目
指
す
外
国
人
や
、
交
流
協
定
校

が
本
学
に
派
遣
す
る
交
換
留
学
生
、
そ
し
て
学

部
・
大
学
院
研
究
科
が
委
託
す
る
留
学
生
に
対
し
、

日
本
語
を
教
授
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
文
化
に
関
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
留
学
生
別
科
(
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
)
L
 
が
開

設
さ
れ
た
。
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
し
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
中
四
時
問
(
四
十

五
分
授
業
)
の
集
中
的
な
日
本
語
授
業
に
加
え
て
、

午
後
に
は
日
本
の
社
会
・
経
済
・
歴
史
・
一
云
術
な

ど
の
日
本
事
情
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

午
後
に
開
誠
さ
れ
る
科
目
の
う
ち
外
国
語
に
ょ
る

授
業
の
多
く
は
、
学
部
科
目
と
し
て
も
提
供
さ
れ

て
い
る
の
で
、
外
国
語
の
学
習
に
対
し
て
意
欲
的

な
学
部
一
般
学
生
も
、
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
同
志
社
盛
岡
講
座
」
開
催

六
月
五
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
中
央
公
民
館
に
お

い
て
同
志
社
大
学
・
女
子
大
学
の
共
催
に
よ
り
「
同

志
社
盛
岡
講
座
L
 
が
開
催
さ
れ
た
。
両
大
学
の
教

育
研
究
活
動
の
成
果
を
広
く
社
会
に
公
開
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
昨
年
の
「
同
志
社
熊
本
講
座
」
に

引
き
続
き
今
回
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
情
報
社
会
は
何
を

求
め
る
か
」
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
サ
ッ
サ
ー
女
子
大
学

教
授
か
ら
「
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
が
教
育
を
ど
う
変
え

て
い
く
の
か
」
、
本
学
の
高
井
紳
二
商
学
部
助
教
授

か
ら
「
人
止
業
や
地
域
の
活
性
化
・
創
造
の
た
め
に

必
要
な
情
報
戦
略
と
は
何
か
し
と
い
う
今
日
的
な

課
題
を
テ
ー
マ
に
荊
演
が
行
わ
れ
、
約
百
二
十
人

の
受
講
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー
を
実
施

同
志
社
大
学
の
歴
史
や
今
出
川
キ
ャ
ン
バ
ス
内

O
o
m
工
一
m
l
》
フ

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

の
重
要
文
化
財
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ァ

ー
を
四
月
か
ら
実
施
し
た
。
案
内
役
と
し
て
、
在

学
生
が
ガ
イ
ド
を
つ
と
め
る
。
こ
の
ツ
ァ
ー
は
春

季
・
夏
季
休
暇
を
除
く
各
月
の
第
二
・
第
四
土
曜

日
お
よ
び
御
所
の
一
般
公
開
期
問
、
葵
祭
、
時
代

祭
の
実
施
日
な
ど
、
予
め
日
時
を
設
定
し
て
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
。
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
七

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー

に
は
合
計
約
百
二
十
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

な
お
、
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
に
お
い
て
も
随
時
学

、ノ

生
ガ
イ
ド
に
ょ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
て
い
る
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
修
学
旅

行
な
ど
を
中
心
に
約
百
七
十
人
の
見
学
者
が
あ

ナW
O
T
 
(
乏
コ
Φ
一
.
m
0
コ
↓
コ
仁
「
m
Q
Φ
て
m
)

始
ま
る
四
月
よ
り
、
学
生
課
主
催
の
新
し
い
企
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
[
名
亘
、
m
o
=
↓
ず
三
m
§
m
]
(
通

称
「
W
O
T
L
1
ワ
ッ
ト
)
と
題
し
て
、
毎
週
木
曜

日
の
夕
刻
に
大
学
会
館
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
催
し
を

行
お
う
と
い
う
企
画
で
、
春
学
期
に
は
日
本
映
画

の
九
0
年
代
の
秀
作
、
話
題
作
が
ヒ
映
さ
れ
た
。

秋
学
期
に
は
十
月
七
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
ま
で

の
計
十
回
に
わ
た
り
、
「
東
京
物
証
叩
L
な
ど
の
日
本

映
画
の
名
作
ヒ
映
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー



ト
の
開
催
を
計
画
中
。
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る

一
般
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
。

゛
)
、
力

観
光
学
関
連
寄
付
講
座
は
じ
ま
る

総
合
政
策
科
学
研
究
科
で
は
今
年
度
秋
学
期
か

ら
、
京
都
商
工
会
議
所
観
光
部
会
に
ょ
る
寄
付
講

座
「
政
策
科
学
特
講
1
ー
ー
地
域
経
済
と
観
光
政

策
1
」
が
開
設
さ
れ
る
。
関
西
の
大
学
に
観
光
学

関
連
の
寄
付
講
座
が
開
設
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
同
会
議
所
が
展
開
し
て
い

る
観
光
振
興
事
業
の
一
環
で
、
様
々
な
形
で
観
光

に
関
わ
る
第
一
線
の
人
物
が
講
師
を
務
め
て
、
リ

レ
ー
形
式
で
計
十
三
回
の
講
義
を
行
う
。
京
都
の

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
産
業
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
の
地
域
活
性
化
や

都
市
政
策
と
い
う
面
か
ら
も
と
ら
え
て
、
学
際
的

に
探
求
す
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
の
講
義

も
行
わ
れ
る

『
新
島
襄
と
関
西
」
展

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
新
島
襄
が
帰
国
し
た
の
は

八
七
四
(
明
治
七
)
年
。
以
来
、
同
志
社
大
学

ル
双
立
へ
の
賛
助
を
求
め
る
と
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
の
た
め
訪
れ
た
新
島
の
足
跡
は
、
北
は
札
幌

か
ら
南
は
鹿
児
島
に
い
た
る
ま
で
日
本
全
国
に
及

ん
で
い
る
。
今
回
の
展
示
は
特
に
伝
道
と
教
育
と

現
代
社
会
の
諸
問
題
を
多
角
的
に
洞
察
し
、

国
際
社
会
と
地
域
社
会
へ
の
理
解
を
も
と
に
、

新
た
な
時
代
に
活
躍
で
き
る
女
性
の
育
成
を
目

指
し
て
、
新
学
部
(
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス

テ
ム
学
科
)
を
設
置
認
可
申
請
中
。

こ
の
新
し
い
学
部
に
は
、
次
の
四
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
る
。

●
国
際
理
解
コ
ー
ス

国
際
社
会
に
お
け
る
政
治
や
経
済
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
、
国
際

機
構
や
国
際
協
力
、
国
際
理
解
の
た
め
に
必
要

な
能
力
を
養
成
。
さ
ら
に
地
域
文
化
や
異
文
化

理
解
な
ど
を
幅
広
く
学
ぶ
。

●
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス

文
化
の
受
容
と
発
估
の
営
為
と
し
て
の
観
光

の
意
義
を
考
え
る
と
と
も
に
、
国
際
観
光
都
市

京
都
が
有
す
る
歴
史
や
文
化
、
都
市
政
策
な
ど

に
つ
い
て
学
習
。
観
光
に
対
す
る
専
門
知
識
と

京
都
文
化
へ
の
深
い
理
解
そ
し
て
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
、
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
女
性
の

育
成
を
目
指
す
。

の
両
面
で
拠
点
と
な
っ
た
関
西
に
焦
点
を
あ
て

て
、
新
島
の
活
動
の
軌
跡
を
概
観
し
よ
う
す
る
も

の
で
あ
る
。

主
な
展
尓
品
は
関
西
で
の
演
説
草
稿
、
関
西
に

関
す
る
新
島
の
自
筆
イ
ラ
ス
ト
な
ど
。
ま
た
、
特

別
展
尓
と
し
て
八
九
一
年
に
当
時
の
書
籍
館
蔵

書
の
約
二
分
の
一
に
あ
た
る
約
六
千
冊
を
寄
贈
し

た
小
室
信
介
・
沢
辺
正
修
の
原
撫
松
(
一
八
六

六
S
一
九
三
一
)
の
筆
に
な
る
肖
像
画
が
公
開
さ

れ
る
。
原
の
作
品
は
肖
像
画
に
特
色
が
最
も
よ
く

あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
生
涯
、
一
度
も
公
開
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
学
で
は
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
食
貝
重
室
)
が
さ
き
の
二
枚
を
所
蔵
す
る
が
、

普
段
は
未
公
開
で
あ
る
。

展
示
場
所
/
Z
§
一
ヨ
N
刈
0
0
ヨ

.

(
今
出
川
校
地
・
ハ
リ
ス
理
化
学
館

二
階
)

展
那
期
間
/
十
月
三
十
日
(
士
)
ま
で

.

開
室
時
問
/
(
月
S
金
)
九
時
三
十
分
S
十
七
時

.

(
士
)
九
時
三
十
分
S
十
二
時

当
分
の
問
、
日
曜
(
十
時
S
十
七

時
)
も
開
室
し
て
い
ま
す
。

※
祝
日
・
同
志
社
の
休
日
は
休
室

二
0
0
0
年
四
月
開
設
予
定

(
設
置
認
可
申
請
中
)

同
志
社
女
子
大
学

現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
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女
子
大
学

通
学
路
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
完
成

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
通
学
路
に
屋
外
型
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
完
成
。
四
月
一
日
、
完
成
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
、
同

志
社
女
子
大
学
創
立
百
十
五
周
年
・
新
制
大
学

設
置
五
十
周
年
'
念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
さ

れ
、
現
在
工
事
中
の
田
辺
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
建
ル
訣
事
業
L
 
の
部
に
あ
た
り
、

屋
根
は
透
明
で
景
色
も
見
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
故
エ
ス
タ
ー
・
L
・
ヒ
バ
ー
ド
氏
召
天
記
念
礼
拝

本
学
初
代
学
長
エ
ス
タ
ー
・
L
・
ヒ
バ
ー
ド
氏

゛
、
、

去
る
二
月
四
日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

力ク
レ
ア
モ
ン
ト
に
お
い
て
死
去
さ
れ
、
四
月
二
十

四
日
、
今
出
川
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ヘ
ル
に

て
召
天
尋
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
氏
の
ご

遺
灰
は
遺
言
に
従
っ
て
、
同
志
社
の
祖
で
あ
る
新

島
襄
や
先
輩
宣
教
師
た
ち
と
と
も
に
、
若
王
子
の

同
志
社
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

チ
ャ
タ
ム
大
学
学
長
エ
ス
タ
ー
・
L
.

バ
ラ
ゾ
ー
ネ
氏
に
名
学
位
授
与

米
へ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
あ
る

チ
ャ
タ
ム
大
学
。
一
八
六
九
年
の
創
立
以
来
、
『
沈

黙
の
春
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
レ
イ
チ
エ
ル
.

カ
ー
ソ
ン
を
は
じ
め
、
優
れ
た
卒
業
生
を
輩
出
し

て
い
る
こ
の
女
子
大
学
は
、
本
学
協
定
大
学
で
も

あ
る
そ
の
学
長
で
あ
る
エ
ス
タ
ー
・
バ
ラ
ゾ
ー

ネ
氏
に
、
長
年
に
わ
た
る
女
子
教
育
へ
の
貢
献
を

称
え
て
、
四
月
十
日
同
志
社
礼
拝
堂
に
て
、
同
志

社
女
子
大
学
名
赤
文
化
博
士
の
学
位
を
授
与
し

た
。
ま
た
、
本
学
大
俳
美
子
学
長
と
の
両
女
性

学
長
に
ょ
る
懇
談
会
で
は
、
女
子
教
育
の
あ
り
方
、

H
米
の
大
学
運
営
の
違
い
、
卒
業
生
と
の
っ
な
が

り
の
大
切
さ
な
ど
、
話
題
は
尽
き
な
か
っ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

七
月
三
日
、
新
島
記
今
趣
呈
に
て
、
音
楽
学
科

学
生
に
ょ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
指
揮
員
岩
英
臣
氏
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

に
松
下
悦
了
氏
を
迎
え
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
エ
ン
の

『
序
曲
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
第
3
番
』
、
 
R
.
シ
ユ
ト

ラ
ウ
ス
の
『
4
つ
の
最
後
の
歌
』
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

の
『
幻
想
交
粋
曲
1
ひ
と
り
の
芸
術
家
の
生
涯
の

エ
ヒ
ソ
ー
ド
』
が
演
奏
さ
れ
た
。

ま
た
、
九
月
四
日
に
は
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
、
五
日
に
は
広
島
国
際
会
議
場
フ
エ
ニ
ツ
ク

ス
ホ
ー
ル
で
も
同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五

周
年
・
新
制
大
学
成
羅
五
十
周
年
'
念
事
業
の
一

0
0
仇
工
一
m
l
》

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

●
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

人
生
を
よ
り
豊
か
に
充
笑
さ
せ
て
生
き
ら
れ

る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
、
快
適
な

生
活
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
養
成
。
生
涯
学

習
、
社
会
心
理
福
祉
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家

族
、
女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

産
業
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
能
力

と
そ
の
基
礎
と
な
る
理
論
を
学
習
。
強
い
倫
理

観
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
理

解
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
女

性
を
育
成
す
る

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
特
色

ま
ず
共
通
科
目
で
幅
広
い
視
野
と
総
合
的
な

判
断
力
を
養
う
。
そ
の
う
え
で
、
法
律
系
、
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
、
情
報
系
と
い
っ
た
科

目
群
を
学
び
な
が
ら
、
各
コ
ー
ス
の
専
門
科
目

を
併
せ
て
履
修
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
ク
ロ
ス

オ
ー
バ
ー
し
て
広
く
深
く
学
ぷ
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
現
実
の
社
会
に
り
ア
ル
タ
イ
ム
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
0

お
問
い
合
わ
せ
一
同
志
社
女
子
大
学
入
学
課

刊
(
0
7
7
4
)
 
6
5
 
.
 
8
8
1
ー
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環
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
。

同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
.

新
制
大
学
設
置
五
十
周
年
記
念
事
業
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
テ
ー
マ
が
決
定

教
育
実
習
五
月
十
一
日
⑪
S
六
月
十
二
日
出

キ
リ
ス
ト
教
科
二
人
の
ほ
か
二
十
三
人

六
月
三
日
困
S
九
日
姻

木
教
週
問

宮
嶋
利
光
(
北
海
道
滝
川
二
の
坂
伝
道
所
)

「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
」

格
者
数
は
百
二
十
七
人
(
五
十
九
人
)
、
応
募

者
数
・
倍
率
(
二
倍
)
と
も
に
昨
年
並
み
で

あ
っ
た

三
月
十
日
咽

卒
業
式
卒
業
生
三
百
九
十
九
人
(
う
ち
女
子
二
百
十

五
人
)
の
進
学
状
況
は
次
の
通
り

同
志
社
大
学
推
薦
百
十
人
(
百
五
十
一

△
二
人

同
志
社
女
子
大
学
推
薦

十
九
△

国
公
立
大
学
一
士
人
(

干
九
△

干
四
人
(

私
立
大
学

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

三
月
二
十
三
日
働
三
十
四
日
姻

昨
年
度
に
続
く
二
回
目
で
、
二
十
三
日
に
は

同
中
生
、
二
十
四
日
に
他
中
学
生
を
招
集
し
、

校
長
挨
拶
、
各
部
主
任
の
説
明
の
あ
と
、
新

担
任
に
ょ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。

四
月
九
日
圈

入
学
式
新
入
生
三
百
九
十
九
人
(
う
ち
女
子
百
九
十
八
人
)

高
等
学
校

二
月
五
日
圈
・
六
日
ω

入
学
試
験

応
募
者
数
二
百
五
十
五
人
(
う
ち
女
子
百
二

十
四
人
)
、
受
験
者
数
は
二
百
五
十
人
で
、
合

李
仁
夏
(
在
日
大
韓
基
督
教
会
川
崎
教
台

「
貧
し
い
人
は
幸
い
で
あ
る
し

月
下
美
孝
(
広
島
東
部
教
会
)

「
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
し

井
関
恭
夫
(
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
)

五
日
出
に
は
教
職
員
・
生
徒
約
二
十
人
が
花

を
も
っ
て
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
を
訪
問

六
月
十
六
日
姻

同
和
研
修
会

藤
野
高
明
氏
(
大
阪
市
立
盲
学
校
元
教
諭
現

同
講
師
)
を
迎
え
て
、
約
一
時
問
半
の
講
演
を
拝

聴
し
た
。
氏
は
七
歳
の
時
も
て
遊
ん
で
ぃ
た
不
発

弾
が
爆
発
し
、
視
覚
と
両
手
肘
か
ら
先
を
失
う
と

い
う
重
度
障
害
者
と
な
り
、
就
学
の
機
会
も
得
ら

れ
ぬ
ま
ま
成
人
さ
れ
た
。
し
か
し
唇
で
点
字
を
読

む
努
力
を
重
ね
、
「
文
字
を
獲
乍
侍
す
る
こ
と
は
光
を

得
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
の
実
感
の
こ
も
る
口
葉
に

は
深
い
感
銘
を
受
け
た
ま
た
、
昨
今
よ
く
聞
く

「
障
害
は
個
性
」
の
言
葉
を
当
事
者
が
自
分
の
気
持

ち
の
整
理
の
た
め
に
使
う
の
な
ら
と
も
か
く
、
行

政
や
福
祉
の
専
門
家
が
軽
々
し
く
口
に
す
る
の
は

許
せ
な
い
と
断
言
さ
れ
た
の
が
、
大
変
印
象
的
で

あ
っ
た『
京
都
高
校
生
の
集
い
」
春
季
討
論
集
会

六
月
二
十
日
⑨

同
志
社
高
校
で
開
催
、
一
九
五
三
年
に
平
和
憲

いつの時代も新しい女性を

陽 D W、 C L A,

6屑年.新制大学誰
6念

90



法
認
念
を
銘
打
っ
て
開
か
れ
て
以
来
今
回
で
四

十
七
回
目
。
府
下
の
高
校
生
約
千
人
が
集
い
、
友

情
・
恋
愛
・
・
家
族
・
平
和
と
憲
法
な
ど
の
九
つ
の

分
科
会
で
、
生
徒
の
司
会
進
行
の
も
と
に
議
築

展
開
さ
れ
、
ま
た
交
流
を
深
め
た
。

一
一
・
三
年
生
団
体
鑑

七
月
十
二
日
⑪

関
西
芸
術
座
「
遥
か
な
る
甲
子
園
」

新
島
記
今
話
篁
に
て

一
年
生
ク
ラ
ス
合
宿
七
月
十
六
日
圈
・
ト
七
日
幽

府
立
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ほ
か
八
会
場
に
て

ウ
エ
ス
リ
ー
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

七
月
二
十
四
日
幽
S
八
月
十
四
日
出

女
子
六
人
、
男
子
三
人

付
添
浮
田
義
巨
教
諭

験
日
の
関
係
で
京
都
府
の
志
願
者
が
激
増
し
て
い

る
が
、
こ
の
傾
向
は
更
に
続
く
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
は
た
し
て
何
人
入
学
す
る
の
か
見
極
め
る

の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
登
校
日
に
は
予
定
数
を
若

干
下
回
っ
た
の
で
、
二
次
合
格
に
ょ
り
定
員
数
を

確
保
し
た
。

高
校
入
学
試
験
二
月
五
日
圈
・
六
日
団

志
願
者
数
九
十
五
人
、
合
格
者
数
五
十
八
人
、

倍
率
丁
七
倍
で
あ
っ
た
。

新
校
舎
「
友
愛
館
」
竣
工
式三
月
二
十
三
日
働

松
山
義
則
総
長
・
野
本
真
也
理
事
長
・
高
橋
茂

寝
屋
川
市
長
・
校
友
会
長
秋
田
ま
ち
子
氏
・
大
阪

府
私
立
中
高
連
会
長
野
田
敏
彦
氏
・
大
阪
府
生
活

文
化
部
私
学
課
長
池
川
哲
彦
氏
ら
が
臨
席
さ
れ
、

友
愛
館
の
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
校
舎
は

一
階
が
新
島
襄
・
祠
志
社
関
連
の
展
示
と
理
科
実

験
室
二
部
屋
(
化
学
・
物
理
)
で
、
実
験
室
に
は

十
数
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
並
び
、
薬
品
の
保
管
・
処

分
・
安
全
管
理
に
も
最
新
の
設
備
・
器
具
轟
置

さ
れ
て
い
る
0
 
二
階
は
ビ
デ
オ
・
モ
ニ
タ
ー
、
 
0

H
P
、
可
動
式
大
画
面
テ
レ
ビ
を
設
圖
し
た
社
会

科
教
室
と
可
動
式
曲
面
黒
板
(
全
教
室
)
を
設
置

し
た
中
学
一
年
生
の
教
室
に
な
っ
て
い
る
。
三
階

は
多
目
的
教
室
と
中
学
二
年
生
の
教
室
。
四
階
は

香
里
中
高

学
校
入
学
試
験
一
月
十
五
日
圈
・
十
六
日
出

本
年
度
か
ら
中
学
一
年
が
一
ク
ラ
ス
増
え
、
六

ク
ラ
ス
制
に
な
っ
た
た
め
、
募
集
人
員
は
二
百
四

ト
人
と
な
っ
た
。
受
験
者
は
千
二
百
三
十
四
人
に

の
ぽ
り
、
昨
年
度
よ
り
数
十
人
増
え
て
い
る
。
試

数
十
台
(
一
ク
ラ
ス
分
)
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
、
篇
の
習
熟
度
別
個
人
授
業
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
方
法
等
を
学
ぶ
情
報
教
室
と

中
学
三
年
生
の
教
室
に
な
っ
て
い
る
。
五
階
は
開

閉
式
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
も
つ
プ
ー
ル
に
な
っ
て

お
り
、
五
月
初
旬
か
ら
十
月
下
句
頃
ま
で
は
温
水

設
備
な
し
で
体
育
の
授
業
・
ク
ラ
プ
活
動
な
ど
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
0

四
月
八
日
困

入
学
式

中
学
は
五
・
一
倍
(
実
質
倍
率
二
・
三
倍
)
の

難
関
を
突
破
し
た
二
百
四
十
八
人
が
、
高
校
は

二
百
七
十
四
人
(
内
部
推
薦
二
百
十
六
人
)
が
入

学
し
た
。

四
月
十
四
日
咽

保
健
の
日

寸
測
・
視
力
・
聴
力
の
測
定
は
従
来
教
員
が
お

こ
な
っ
て
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
業
者
委
託
に
変

更
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
学
二
・
三
年
生
、
高
校
二

年
生
を
対
象
に
需
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
需
は

平
安
女
学
院
短
期
大
学
教
授
・
臨
床
心
理
士
日
高

正
宏
先
生
。
演
題
は
「
活
き
活
き
生
き
る
」
で
、

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
生
活
を
送
る
方
法
に
つ
い

て
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
な
ど
を
ま
じ
え
、
中
高

生
に
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

教
職
員
宗
教
教
育
研
修
六
月
九
日
困

訥
師
は
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授
中
村

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》
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估
博
先
生
、
主
題
は
「
キ
リ
ス
ト
教
、
王
義
教
育
の

新
し
い
座
標
軸
を
求
め
て
」
で
あ
っ
た
。
宣
教
型

の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
か
ら
、
い
か
に
し
て
理
解
型

の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
め
ざ
す
か
、
文
化
多
元
社

会
・
価
値
多
兀
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
価

値
観
に
つ
い
て
な
ど
、
体
験
や
実
例
を
あ
げ
説
明

さ
れ
た
学
校
説
明
会

六
月
十
二
日
幽

塾
関
係
者
般
見
学
者
な
ど
約
六
百
人
が
随

時
授
業
、
施
設
を
見
学
し
た
。
視
聴
覚
教
室
(
図

書
館
一
階
)
で
は
「
新
島
襄
と
同
志
社
」
を
上
映

し
、
午
後
か
ら
は
高
校
・
中
学
の
入
試
説
明
会
が

香
真
館
(
講
堂
)
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
特
に
高
校

で
は
、
来
年
度
か
ら
新
し
く
国
際
コ
ー
ス
(
ニ
ク

ラ
ス
)
を
設
け
、
初
め
て
女
子
生
徒
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
た
め
盛
ん
な
質
条
答
が
な
さ
れ
た
。

教
職
員
同
和
研
修

六
月
十
六
日
困

講
師
は
大
阪
府
立
高
等
学
校
同
和
教
育
研
究
会

林
伸
先
生
「
大
阪
府
立
高
等
学
校
の
人
権
教
育

の
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た
。
特
に
米
国

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
プ
リ
ン
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
郡
教
育

委
員
会
に
お
け
る
実
践
報
告
の
紹
介
で
は
、
ツ
ー

リ
ス
ト
・
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
に
陥
り
や
す
い
日
本
の

多
文
化
教
育
の
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

女
子
中
高

卒
業
式

三
月
十
七
日
咽

中
学
校
・
高
等
学
校
合
同
の
卒
業
式
が
行
わ
れ

ナ

中
学
生
は
二
百
三
十
九
人
が
卒
業
し
、
全
員
女

子
高
等
学
校
に
進
堂
高
等
学
校
は
二
百
六
十
二

人
が
卒
業
二
百
三
十
二
人
が
同
志
社
大
学
、
十

人
が
同
志
社
女
子
大
学
・
短
期
大
学
、
十
人
が

他
大
学
へ
進
学
し
た
。

修
学
旅
行

中
学
二
年
生
は
、
三
月
十
八
日
咽
S
二
十
日
出

の
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
長
崎
へ
の
修
学
旅
行
を

実
施
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
長
崎
市
内
で
の
自
主

研
修
を
行
っ
た
。

高
校
二
年
生
は
、
月
十
八
日
咽
S
 
一
十
一
日

⑪
の
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
沖
縄
で
の
修
学
旅
行

を
実
施
。

中
学
、
高
校
と
も
に
、
自
主
研
修
を
中
心
と
し

て
、
平
和
学
習
を
行
っ
た

ス
キ
ー
研
修

中
学
三
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
月
十
八

日
困
S
二
十
二
日
側
の
日
程
で
、
高
校
年
生
の

希
望
者
を
対
象
に
、
月

日
⑪
S
二
十
六

日
圈
の
日
程
で
、
栂
池
で
実
施
。

入
学
式

四
月
七
日
咽

入
学
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、
中
学
新
入
生

は
二
百
三
十
九
人
、
高
校
新
入
生
は
本
校
中
学
か

ら
の
二
百
三
十
九
人
に
高
校
受
験
合
格
者
の
二
十

三
人
を
加
え
た
二
百
六
十
二
人
で
あ
っ
た
。

女
子
部
創
立
記
念
日
四
月
十
日
咽

女
子
部
創
立
百
二
十
周
年
の
記
念
礼
拝
を
も

つ
た
礼
拝
の
特
別
講
師
に
は
本
井
康
博
先
生

(
大
学
文
学
部
嘱
託
講
師
)
を
お
迎
え
し
、
当
日

ノ
感
激
今
忘
ル
ル
ヲ
得
ル
」
と
題
し
て
奨
励
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

季
遠
足

五
月
十
四
日
圈

中
学
二
年
生
は
関
ケ
原
方
面
、
三
年
生
は
滋
賀

県
農
業
公
園
ブ
ル
ー
メ
の
丘
、
一
局
校
一
年
生
は
マ

イ
ア
ミ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
二
年
生
は
長
浜

ガ
ラ
ス
館
三
年
生
は
偏
楽
に
て
陶
作
と
学
年
毎

に
遠
足
を
実
施
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

中
学
一
年
生
修
養
会
五
月
十
四
日
倒
S
十
六
日
⑪

丹
波
篠
山
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
篠
山
に
て
、
「
な
か
よ

く
な
ろ
う
」
を
主
題
に
修
養
会
を
も
ち
、
同
志
社

で
学
ぶ
意
義
を
考
え
た
。

芸
術
鑑

五
月
十
八
日
W

午
前
の
部
は
高
校
生
、
午
後
の
部
は
中
学
生
に



分
か
れ
て
、
本
校
栄
光
館
講
堂
に
て
、
「
中
国
芸
術

鑑
賞
会
」
を
実
施
し
た
。
演
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、

雑
技
あ
り
太
極
挙
あ
り
琵
琶
演
奏
あ
り
、
京
劇
も

あ
る
と
い
っ
た
多
彩
な
も
の
で
、
生
徒
た
ち
も
狸

台
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
盛
り
上
が
っ
た
。

球
技
大
会

梅
雨
の
晴
れ
問
の
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
高
校
は

六
月
十
五
日
働
、
中
学
は
六
旦
十
八
日
⑪
に
予

定
通
り
実
施
し
た
0
 
ド
ッ
、
シ
、
ホ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ホ

ー
ル
に
と
覇
を
競
っ
た
。

国
際
中
高

教
務
主
任
が
今
年
度
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
、
学
年
主
任
よ
り
沖
縄
研
修
旅
行
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
っ
た
。
約
百
六
十
人
の
保
護
者
の
参

肌
か
あ
っ
た
。

学
合
唱
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

九
九
八
年
度
全
学
期
)

千
里
国
際
学
園
と
の
交
流
会
一
月
十
六
日
固

千
里
国
際
学
園
の
高
校
三
年
生
二
十
人
が
来
校

し
、
本
校
生
徒
と
の
交
流
会
を
持
っ
た
。
礼
拝
、

授
業
に
参
加
し
た
あ
と
、
午
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
合
っ
た
。
両
校
の
生
徒

に
と
っ
て
他
校
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

高
校
二
年
生
保
護
者
会
一
月
二
十
三
日
幽

二
月
十
三
日
幽

今
年
も
、
京
田
辺
市
の
一
人
慕
ら
し
老
人
の
会

「
む
つ
み
」
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
、
介
唱
フ
エ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
こ

の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
岫
や
全
員
の
大
合

唱
を
披
露
。
今
年
は
特
に
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

三
学
期
終
業
式

一
一
月
八
日
⑪

業
式

一
一
月
九
日
四

中
学
九
十
一
人
高
校
二
百
六
十
六
人
の

生
徒
た
ち
が
、
希
望
に
満
ち
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

新
し
い
歩
を
踏
み
出
し
た
。

今
年
も
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
勉
学

に
希
望
を
抱
い
て
、
多
く
の
新
入
生
が
入
学
し
た
。

中
学
一
年
生
八
十
四
人
二
年
生
六
人

高
校
一
年
生
二
百
七
十
六
人
二
年
生
一
人

ロ
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
の
短
期
留
学

三
月
二
十
日
幽
S
四
月
二
十
五
日
⑪

本
校
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ょ
り
、
高
校
二
年

生
六
人
が
姉
妹
校
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ユ
ー
ジ

ヤ
ー
ジ
ー
州
の
口
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
に
短

期
留
学
し
た
。
約
一
力
月
間
、
有
意
義
な
体
験
を

積
ん
だ
。泊
研
修
中
学
四
月
一
十
二
日
困
S
二
士
日
圈

高
校
四
月
一
十
六
日
⑪
S
二
十
七
日
御

例
年
通
り
、
京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
に

宿
泊
同
志
社
国
際
中
高
で
学
ぷ
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
勉
強
し
た
。
入
学
し
て
最
初
の
行
事
で
も

あ
り
、
お
互
い
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
っ
た
。

学
遠
足

六
月
二
日
咽

好
天
に
恵
ま
れ
、
各
学
年
ご
と
に
遠
足
を
実
施
。

教
育
実
習
期
問
で
も
あ
り
、
実
習
生
も
同
行
し
て

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

一
年
宇
治
天
ケ
漸
森
林
公
園

二
年
京
都
嵐
山
方
面

三
年
笠
置
方
面

九
九
九
年
度
(
一
学
期
)

今
年
度
は
、
本
校
が
開
校
し
て
二
十
年
目
の
年

に
当
た
る
。
校
長
、
教
頭
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
な

り
、
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
新
た
な
決
意
を
持

つ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
0

入
学
式

四
月
八
日
困

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》

93



六
月
二
日
咽

高
校
球
技
大
会

中
学
遠
足
同
様
晴
天
の
下
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
実
施
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
ア
イ
デ
ィ

ア
を
こ
ら
し
た
T
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
元
気
に
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
だ
。

六
月
十
六
日
咽

保
護
者
会

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
両
親
そ
ろ
っ
て
の
参
観
も

あ
り
、
多
数
の
参
加
を
み
た
。

六
月
十
八
日
圈

芸
術
鑑

中
学
・
高
校
と
も
に
、
京
都
観
世
会
館
に
お
い

て
狂
口
を
鑑
賞
。

サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
出
発六
月
二
十
八
日
卿

例
年
通
り
高
校
二
年
生
八
人
が
本
校
の
姉
妹
校

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

に
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
の
た
め
旅
立
っ
た
。

約
六
週
間
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
若
者
た
ち

と
と
も
に
学
び
、
と
も
に
語
り
、
大
き
く
成
長
し

て
帰
国
す
る
。
二
学
期
に
た
く
ま
し
く
な
っ
た
彼

ら
に
会
う
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

新
入
学
生
三
百
二
十
二
人

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

四
月
十
九
日
側
S
 
十
日
姻

期
に
分
け
て
、
近
江
八
幡
国
民
休
暇
村

新
入
生
創
立
者
参

一
日
咽

四
月
十
九
日
⑪
、

遠
足
(
二
、
三
年
生
)
四
月
二
十
日
咽

二
年
生
は
京
都
市
北
区
の
大
森
キ
ャ
ン
プ
場

三
年
生
は
滋
賀
県
希
望
ケ
丘
に
て
、
飯
食
炊
さ
ん

を
し
な
が
ら
、
新
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
親
睦
を
ふ

力
め
大徒
会
委
員
研
修
会
四
月
十
七
日
出
、
十
八
日
⑪

宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
て
、
生
徒
会
執
行

委
員
と
三
年
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
に
ょ
る
研
修
会

五
月
十
三
日
困

徒
大
会

一
年
生
保
護
者
の
た
め
の
学
校
生
活
案
内

五
月
十
五
日
出

の
集
い
教
科
・
校
務
よ
り
の
説
明
と
施
設
・
ク
ラ
ブ
見
学

五
月
十
九
日
姻

全
校
健
康
診
断

五
旦
十
六
日
咽

劇
鑑

U
F
0
の
工
作
」
(
劇
団
パ
ノ
ラ
マ
☆
ア
ワ
1
)

大
学
会
館
ホ
ー
ル
に
て

教
育
実
習
五
月
二
十
四
日
⑪
S
六
月
五
日
幽

同
志
社
大
学
よ
り
十
七
人
、
他
大
学
よ
り
三
人

中
学
校

入
学
式

季
宗
教
教
育
強
調
週
問

六
月
七
日
⑪
S
十
一
日
出

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
」

宮
島
利
光
先
生
霜
川
二
の
坂
教
会
牧
師
)

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
L

葉
以
潔
先
生
(
同
志
社
教
会
伝
道
師
)

「
貧
し
い
人
々
は
幸
い
で
あ
る

S
、
仁
ず
一
一
ゆ
ゆ
§
O
S

李
仁
夏
先
生
(
川
崎
教
会
名
誉
牧
師
)

「
世
の
光
」

上
野
清
次
郎
先
生
(
神
戸
平
安
教
会
牧
師
)

ヒ
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
六
月
十
一
日
出

野
の
花
を
見
な
さ
い
」

多
芸
正
之
先
生
(
西
小
倉
め
ぐ
み
教
会
牧
師
)

放
課
後
花
を
も
っ
て
ホ
ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル

部
員
ら
が
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
船
岡
寮
L
 
を
訪

問
、
交
流
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
執
行
委
員
が
白

川
学
園
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
、
パ
ン
ダ
園
を

0
、ノ

訪
れ
、
花
を
届
け
た
。

六
月
十
二
日
出

英
語
暗
唱
大
会

第
部
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
六
河
十
八
日
圈

全
校
各
ク
ラ
ス
が
学
年
課
題
曲
と
自
由
曲
に
挑

ん
だ夏
期
キ
ャ
ン
プ

一
年
生
(
全
員
参
加
)

四
月
五
日
⑪
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七
月
二
十
一
日
咽
S
二
十
九
日
困

四
期
に
分
け
て
各
期
二
泊
三
日
で
、
宮
津
市
由

良
の
本
校
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
。

斥
生
(
全
員
参
加
)

七
月
二
十
一
日
咽
S
八
月
二
日
側

四
期
に
分
け
て
各
期
三
泊
四
日
で
、
長
野
県
白

馬
村
岩
岳
を
べ
ー
ス
に
、
唐
松
岳
に
登
り
、
栂

池
自
然
園
を
見
学
し
た
。

幼
稚
園

一
月
お
誕
生
日
会

一
月
十
三
日
咽

お
誕
生
日
の
日
は
、
午
前
中
に
教
員
た
ち
が
園

児
に
寸
劇
、
音
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

)
、

そ
の
月
に
誕
生
日
を
迎
え
た
園
児
と
父
母

し教
員
が
昼
食
を
共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
口
ー
ソ
ク
を

つ
け
て
お
祝
い
を
す
る
。

一
月
は
八
人
の
園
児
が
誕
生
日
を
迎
え
た
。

二
月
お
誕
生
日
会

二
月
十
日
姻

六
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に

園
外
保
育

二
月
二
十
二
日
⑪

年
中
鴨
川
へ
ゆ
り
か
も
め
を
見
に
行
く
。

年
少
.
年
長
御
所
へ
や
き
い
も
の
た
き
木
を

拾
い
に
行
く
。

や
き
い
も
大
会

園
庭
で
た
き
火
を
し
、

食
べ
る
。

ひ
な
ま
つ
り
会
食

一
月
二
日
四

園
児
全
員
で
っ
く
っ
た
製
作
品
で
お
み
せ
や
さ

ん
ご
っ
こ
を
し
、
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
。

移
動
動
物
園

肩
三
日
咽

た
く
さ
ん
の
種
類
の
動
物
が
園
庭
に
来
て
、
園

児
達
が
動
物
を
抱
い
た
り
、
触
れ
た
り
し
て
楽
し

ん
だお
別
れ
運
動
会

河
四
日
困

年
長
組
が
卒
園
問
近
な
の
で
、
全
園
児
と
父
母

が
運
動
を
し
て
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
た
。

三
月
お
誕
生
日
会

月
十
日
咽

十
一
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に

園
礼
拝

三
月
十
一
日
困

年
長
組
親
子
で
、
中
学
校
の
チ
ャ
ペ
ル
で
礼
拝

を
し
た
。園
式

三
月
十
六
日
働

三
十
四
人
の
園
児
た
ち
が
園
を
巣
立
っ
て
い
っ

た
。

三
学
期
終
業
式

三
月
十
八
日
術

学
期
の
最
後
の
日
は
、

終
業
の
礼
拝
を
行
っ
て

い
る
。一
学
期
開
始

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

二
月
二
十
三
日
W

み
ん
な
で
や
き
い
も
を

学
期
最
初
の
日
は
、
始
業
の
礼
拝
を
行
っ
て
い

る
0

入
園
式

四
月
卜
百
⑪

歳
児
四
十
五
人
、
四
歳
児
七
人
、
五
歳
児
二

人
か
入
園

四
月
お
誕
生
日
会

四
旦
十
出
日
倒

十
四
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
と
共
に

年
少
組
遠
足

五
月
十
七
日
⑪

大
宮
交
通
公
園
へ
(
四
十
一
人
の
園
児
と
共
に
)

年
中
組
遠
足

五
月
十
八
日
働

植
物
園
へ
西
十
八
人
の
園
児
と
共
に
)

年
長
組
遠
足

五
月
二
十
日
困

宝
ケ
池
へ
西
十
人
の
園
児
と
共
に
)

五
月
お
誕
生
日
会

五
月
二
十
一
日
倒

十
二
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に

花
の
日
礼
拝

六
月
十
一
日
圈

園
児
た
ち
が
花
を
持
参
し
、
感
謝
の
礼
拝
を
行

つ
た
。
そ
の
後
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
花
を
み
ん
な
で
届
け
た
。

八
月
お
誕
生
日
会

六
月
十
八
日
圈

十
二
人
の
園
児
と
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に

年
長
組
お
茶
会

六
月
二
十
一
日
咽

女
子
大
学
裏
千
家
茶
道
部
足
立
先
生
と
大
学
生

の
方
よ
り
園
児
達
に
お
抹
茶
が
振
る
鉦
わ
れ
た
。

O
o
m
工
一
m
l
》

四
月
九
日
圈
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